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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】視覚障害者が健常者と同じように安心して外出
できるようにした携帯ナビゲーションシステムを提供す
る。
【解決手段】携帯可能な多機能情報端末２において、（
１）現在位置情報受信装置、（２）現在の方位や目的物
への方位を知らせるための方位磁石装置、（３）地図情
報を表示し指示を与えるためのタッチ入力可能な画面、
（４）音声で指示を与えるためのマイク１０を備えてい
るか、備えていない場合は外部マイクと、有線もしくは
、無線で接続できるインターフェース、（５）音声で情
報を伝えるためのスピーカー１０を備えているか、備え
ていない場合は外部イヤホンと有線もしくは、無線で接
続できるインターフェース、（６）情報記憶装置には、
視覚障害者専用の地図情報を保存、（７）出発地から目
的地まで地図上で視覚障害者に最適なルート情報を計算
する手段の構成からなる。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　本考案は、視覚障害者のためのナビゲーションシステムと、専用の情報端末で、視覚障
害者の現在位置確認手段して、日本の測位衛星、準天頂衛星初号機「みちびき」を活用し
た高精度の測位システム「準天頂衛星システム（ＱＺＳＳ）」で既に普及している米国の
全地球測位システム（ＧＰＳ）等を補強することで誤差数ｃｍという世界最高精度の測位
を可能にする“日本版ＧＰＳ”からの位置情報もしくは、同等精度の位置情報を受信可能
な受信機を内蔵しているか、内蔵していない場合は、有線（ＵＳＢ等）もしくは、無線（
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ等）で接続できるインターフェーズを有している、さらに、視覚障害
者に現在の方位や、目的物への方位情報を知らせるための方位磁石（コンパス）機能を内
蔵しているか、内蔵していない場合は、有線（ＵＳＢ等）もしくは、無線（Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ等）で接続できるインターフェーズを有している、また、視覚障害者を目的地や目
的物などへ案内するための案内機能（ナビゲーションシステム）を使用するため、タッチ
入力可能なディスプレイと情報記憶装置（ハードディスク、ＳＳＤ、ＳＤメモリカード等
）を内蔵し、さらに、視覚障害者と音声で情報交換するためのスピーカーとマイクを内蔵
しているか内蔵していない場合は、有線（ＵＳＢ等）もしくは、無線（Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ等）で接続できるインターフェーズを有している視覚障害者のための携帯可能な情報端
末で、ナビゲーションシステムには、地図情報を基本にして、更に詳細な情報（道路・歩
道・通路の幅、階段の位置や段数、エレベーターやエスカレーターの位置、視覚障害者誘
導用ブロックや音響装置付信号機の位置、コンビニや飲食店やビル情報や入り口位置情報
、トイレや駅の券売機、改札口等の設備位置情報等）を表示あるいは表現することができ
、目的地をセットすることで、現在位置から目的地までの視覚障害者に最適な移動ルート
を自動的に選択して音声で誘導することができ、誘導に際しては専用の地図情報に併せて
、現在位置の詳細な情報と視覚障害者の身体正面（携帯端末を予め決められた形で保持し
たとき）の方位も案内し、次の目標物までの距離と方位を数１０ｃｍ～数ｍ単位の移動毎
に音声で案内します。
　タッチディスプレイに、表示されている地図情報は任意に縮尺を変更可能で、縮尺率に
応じて音声案内情報が変化して縮尺を小さくするほど、詳細な情報を案内でき、視覚障害
者を補助する健常者等も容易に画面で視認操作ができ、入力時にタッチしたキー情報は音
声でガイダンスする機能により、容易に入力内容を音声で確認できる視覚障碍者用の携帯
可能な電子情報端末です。
用語説明
ＱＺＳＳ：Ｑｕａｓｉ　Ｚｅｎｉｔｈ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　Ｓｙａｔｅｍの略
　ＧＰＳ：Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍの略
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この実用新案は、視覚障害者の外出時の歩行を安全かつ安心できるものとするための携
帯端末機器とナビゲーションシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　視覚障害者の大半は、白杖を介した触覚と周囲の状況を感知する聴覚や嗅覚によって歩
行している。
　視覚障害者誘導用ブロック敷設や音響装置付信号機の設置箇所も増えているが、まだま
だ安全に移動できる状況にない。
　また、盲導犬は飼育に費用も掛かり頭数も少なくその寿命も実働１０年と短いものであ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２０１１－０５４１４９
【特許文献２】特開２００４－３０２４３７
【特許文献３】特開２００３－１２１１９３
【特許文献４】特開平１１－２７６５１６
【特許文献５】特表２０１１－５２７００５
【特許文献６】欧抄００２０２２４５６
【特許文献７】中特抄１０２８６０６１８
【特許文献８】中特抄１０２８４６４５３
【特許文献９】中特抄１０２８４６４５２
【特許文献１０】中特抄１０２８４６４５２
【特許文献１１】中特抄１０２１６４３４４
【特許文献１２】中特抄１０１９８０５１５
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　日本にいる盲導犬の頭数は１０００頭強で、多くの視覚障害者は盲導犬を持つこともで
きずに、白杖を頼りに苦労と不安を持って歩行しています。
　携帯可能な情報端末（タブレット、スマートフォン等）にＧＰＳ機能が内蔵されて現在
の位置情報の取得は簡単にできるようになったが、その制度は数ｍ～１０数ｍの誤差が生
じるため、その位置情報で視覚障害者のナビゲーションに利用するには危険が伴いすぎる
。
　そこで、視覚障害者が安心して現在の位置情報を利用できるように誤差精度を数ｃｍに
した位置情報の取得できる携帯情報端末と、その情報をもとに目的地まで安全に移動でき
る案内機能を備えたナビゲーション機能を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案は、日本の測位衛星、準天頂衛星初号機「みちびき」を活用した高精度の測位シ
ステム「準天頂衛星システム（ＱＺＳＳ）」で既に普及している米国の全地球測位システ
ム（ＧＰＳ）等を補強することで誤差数ｃｍという世界最高精度の測位を可能にする“日
本版ＧＰＳ”からの位置情報もしくは、同等の位置情報を利用することで、現在位置の誤
差が数ｃｍの範囲に収まる位置情報を取得できる携帯可能な情報端末と、カーナビゲーシ
ョンシステムをベースとして視覚障害者用に改善したナビゲーションシステムを組み合わ
せた携帯可能情報端末を提供することで問題を解決する。
【考案の効果】
【０００６】
　視覚障害者には、白杖の触覚と自身の聴覚・嗅覚によって現在いる場所の周辺で発生す
る音やにおいによる情報を手がかりに目的地へ移動しているが、本端末情報端末を視覚障
害者が外出時に携帯することで、音声を通じて自分の現在位置と周辺情報詳細をガイダン
スするとともに、目的地までの道案内を、視覚障害者にとって一番安全なルートで案内を
することで、視覚障害者が健常者と同じように「一人で自由に安心して外出できる」効果
がある。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】　現在位置を正確に取得する方法を示す図
【図２】　携帯可能な専用情報端末を示す図
【図３】　携帯可能な情報端末に有線で現在位置情報受信装置と方位（磁石）機能とマイ
クとイヤホンを接続した図
【図４】　携帯可能な情報端末に無線で現在位置情報受信装置と方位（磁石）機能とマイ
クとイヤホンを接続した図
【図５】　携帯可能な専用端末を視覚障害者が携帯した図
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【図６】　携帯可能な専用端末を視覚障害者が携帯した拡大図
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　日本の測位衛星、準天頂衛星初号機「みちびき」を活用した高精度の測位システム「準
天頂衛星システム（ＱＺＳＳ）」で既に普及している米国の全地球測位システム（ＧＰＳ
）等を補強することで誤差数ｃｍという世界最高精度の測位を可能にする“日本版ＧＰＳ
”の位置情報もしくは、同等の高性能位置情報の受信装置を内蔵しているか内蔵していな
い場合は、有線（ＵＳＢ等）もしくは、無線（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ等）で接続できるイン
ターフェースを備えていて、受信した高精度位置情報を利用して視覚障害者の現在位置を
正確に把握してナビゲーション情報に使用することを特徴とした携帯可能な情報端末。
【０００９】
　上記機能に加えて、現在方位を正確に取得するための手段として、方位磁石（コンパス
）機能を内蔵しているか内蔵していない場合は、有線（ＵＳＢ等）もしくは、無線（Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ等）で接続できるインターフェースを備えていることを特徴とする携帯情
報端末。
【００１０】
　上記機能に加えて、視覚障害者が音声で操作することができ、その入力情報を元に視覚
障害者に音声で情報提供できる機能として、スピーカーとマイクを内蔵しているか内蔵し
ていない場合は、有線（ＵＳＢ等）もしくは、無線（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ等）で接続でき
るインターフェーズを備えていることを特徴とする携帯情報端末。
【００１１】
　上記機能に加えて、地図情報表示や其の他情報を表示するとともに、目的地や検索情報
を入力するためのタッチディスプレイを備えていることを特徴とする携帯情報端末である
。
【００１２】
　上記機能に加えて、視覚障害者専用のナビゲーションシステムが登録されていて、その
システムを利用することで現在位置と方位情報を利用者に通知するとともに、目的地まで
のナビゲーションを音声と内蔵ディスプレイ表示で案内する機能を備えていることを特徴
とする。
【００１３】
　ナビゲーションシステムは、情報を入力するために音声による入力と内蔵しているタッ
チディスプレイでは、入力したキー情報を音声補助機能を有するタッチディスプレイによ
る入力ができる機能を備えていることを特徴とする。
【００１４】
　上記機能に加えて、ナビゲーションシステムは、地図の縮尺を任意に変更できる機能を
備えていることを特徴とする。
　例えば、駅周辺や繁華街を表示する場合は、１／２０００程度の縮尺で取得している位
置情報を元に周辺の情報を詳細に音声で案内する機能を備えていることを特徴とする。
【００１５】
　上記機能に加えて、ナビゲーションシステムは、目的地（施設や設備等）の検索と目的
地までの視覚障害者にとって安全で最適なルートを提案して、音声で誘導案内する機能を
備えていることを特徴とする。
【００１６】
　上記機能に加えて、ナビゲーションシステムは、特定のキーまたは音声による指示で、
即時に現在の位置情報を取得して音声で現在位置と方位を案内する機能を備えていること
を特徴とする。
【符号の説明】
【００１７】
　　１　　視覚障害者
　　２　　携帯情報端末
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　　３　　地図表示およびナビゲーション用タッチディスプレイ
　　４　　内蔵位置情報受信装置
　　４Ａ　外付位置情報受信装置（有線接続または、無線接続）
　　５　　内蔵方位情報装置
　　５Ａ　外付方位情報装置（有線接続または、無線接続）
　　６　　内蔵スピーカー
　　６Ａ　外付イヤホン（有線接続または、無線接続）
　　７　　内蔵マイク
　　７Ａ　外付マイク（有線接続または、無線接続）
　　８　　白杖
　　９　　位置情報電波
　１０　　イヤホンとマイク
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【図２】

【図３】
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【図４】
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【図５】
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【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月5日(2015.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　携帯可能な多機能情報端末において、（１）現在位置取得方法に日本の測位衛星、準天
頂衛星初号機「みちびき」を活用した高精度の測位システム「準天頂衛星システム（ＱＺ
ＳＳ）」からの（日本版ＧＰＳ）現在位置情報受信装置、（２）現在の方位や目的物への
方位を知らせるための方位磁石（コンパス）装置、（３）地図情報を表示し指示を与える
ための５インチ～７インチ程度のタッチ入力可能な画面、（４）音声で指示を与えるため
のマイクを備えているか、備えていない場合は外部マイクと、有線もしくは、無線で接続
できるインターフェース、（５）音声で情報を伝えるためのスピーカーを備えているか、
備えていない場合は外部イヤホンと有線もしくは、無線で接続できるインターフェース、
（６）内蔵された情報記憶装置には、視覚障害者専用の地図情報を保存、（７）（１）で
取得した位置情報と（２）で取得した方位情報と、情報記憶装置に保存されている地図情
報を利用して、出発地から目的地まで地図上で視覚障害者に最適なルート情報を計算する
、以上の（１）～（７）の構成からなる視覚障害者のための携帯ナビゲーションシステム
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
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　上記機能に加えて、視覚障害者のためのナビゲーションシステムは、地図の縮尺を任意
に変更でき、選択した尺度によって表示する内容と案内する内容を自動調整し音声で案内
する機能を備えていることを特徴とする。
　例えば、駅周辺や繁華街を表示する場合は、１／２０００程度の縮尺で取得している位
置情報を元に周辺の情報を詳細（たとえば、道路・歩道・通路の幅、階段の位置や段数、
エレベーターやエスカレーターの位置、視覚障害者誘導用ブロックや音響装置付信号機の
位置、コンビニや飲食店およびビルの入り口位置情報、トイレの入り口、駅の券売機や改
札口等の設備位置情報等）を音声で案内する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記機能に加えて、視覚障害者のためのナビゲーションシステムは、目的地（施設や設
備等）の検索と目的地までの視覚障害者にとって安全で最適なルートを提案する。　誘導
に際しては専用地図情報に併せて、現在位置の詳細な情報と視覚障害者の身体正面（携帯
端末を予め決められた形で保持したとき）の方位も案内し、次の目標物までの距離や危険
な障害物等の情報と、その方位を数１０ｃｍ～数ｍ単位の移動毎に音声で案内し誘導する
ことができる。　表示されている地図情報の縮尺を変更でき縮尺を小さくするほどより詳
細な情報をより短い移動距離単位に案内できる機能を備えていることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　１　　視覚障害者
　２　　携帯情報端末
　３　　地図表示およびナビゲーション用タッチディスプレイ
　４　　内蔵位置情報受信装置
　５　　内蔵方位情報装置
　６　　内蔵スピーカー
　６Ａ　外付イヤホン（有線接続または、無線接続）
　７　　内蔵マイク
　７Ａ　外付マイク（有線接続または、無線接続）
　８　　白杖
　９　　位置情報電波
１０　　イヤホンとマイク
用語説明
ＱＺＳＳ：Ｑｕａｓｉ　Ｚｅｎｉｔｈ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　Ｓｙａｔｅｍの略
ＧＰＳ：Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍの略
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月9日(2015.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　携帯可能な多機能情報端末において、（１）現在位置取得方法に日本の測位衛星、準天
頂衛星初号機「みちびき」を活用した高精度の測位システム「準天頂衛星システム（ＱＺ
ＳＳ）」からの（日本版ＧＰＳ）現在位置情報受信装置、（２）現在の方位や目的物への
方位を知らせるための方位磁石（コンパス）装置、（３）地図情報を表示し指示を与える
ための５インチ～７インチ程度のタッチ入力可能な画面、（４）音声で指示を与えるため
のマイクを備えているか、備えていない場合は外部マイクと、有線もしくは、無線で接続
できるインターフェース、（５）音声で情報を伝えるためのスピーカーを備えているか、
備えていない場合は外部イヤホンと有線もしくは、無線で接続できるインターフェース、
（６）内蔵された情報記憶装置には、視覚障害者専用の地図情報を保存、（７）（１）で
取得した位置情報と（２）で取得した方位情報と、情報記憶装置に保存されている地図情
報を利用して、出発地から目的地まで地図上で視覚障害者に最適なルート情報を計算する
手段」、以上の（１）～（７）の構成からなる視覚障害者のための携帯ナビゲーションシ
ステム。
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